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お 知 ら せ 
本年（２０２４年）1月２９日、令和５年度 全施連第２回理事会を開催しました。 

以前から由岐 透理事長の退任申し出を受けて後任の理事長の選出に奔走していました 

が、由岐理事長から「後任の理事長として島根県の福間廣明氏」の推薦を受け、同理事会 

において審議した結果、福間廣明氏に新理事長への就任を要請し、承諾を得ることがで 

きました。 

なお、事務局についてはこれまでどおり神戸市において、上田事務局員が継続します。 

福間新理事長から就任後、特に各道県連家族会の動向把握、２０２３（令和５）年度の活動状況

からの意見・要望への対応と方向性を常任委員会に諮問されました。 

よって、現在常任委員会において業務を分担し、定款・ホームページ（ＨＰ）などの修正、 

２０２３年(令和５)度事業報告の取りまとめをもとに、活動内容の見直しを含めた２０２４年（令

和６）度事業計画の策定を行い、６月末の理事会や社員総会に向けての準備が行われおります。ま

た、能登半島地震に関する知的障がい者施設への義援金募集は、社員総会まで継続いたします。 

 

理 事 長  就 任 挨 拶 

福 間  廣 明（島根県知的障害者施設保護者会連合会 会長） 

この度、由岐前理事長の後任として就任いたしました島根県 

知的障害者施設保護者会会長の福間廣明と申します。よろしく 

お願い申し上げます。 

突然の指名を受け，戸惑いがありますが皆様のご支援をいた 

だき，「知的障がいのある人たちとその家族のしあわせのため 

に」努力してまいりたいと考えております。ご支援とご協力を 

よろしくお願いします。 

まず、１月１日に発生しました能登半島地震災害につきまして、 

全国知的障害者施設家族会連合会として、心からお見舞いを申し上げたいと思います。 

関係者の方々の被害規模は大きく心が痛む思いであります。 

私たち一人ひとりが、被災地のことを思い、一日も早い復興を願いたいと思っております。 
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さて、私は、２歳年上の姉を親亡き後を引き継ぎ、支援をしてきております。これまで、知的障 

害者施設はこうあるべきであるとか、こうしなければならないというような強い気持ちなどを多く 

は持ち合わせておらず、ただ、かけがえのない姉であることから、一緒に人生を全うしたいという 

思いのみで頑張ってきたところであります。 

今回、理事長という重職をいただきました。これまで、設立以来一貫してリーダーシップをとっ 

ていただきました由岐前理事長の後をどのように進めてよいのか戸惑うところがありますが、私た

ちの団体は、ご案内のとおり他の団体とは異なり、私たちの「かけがえのない家族」を支える団体

であります、私たちが知恵を出し合い、一つ一つ出来るところを出来る範囲で活動を行えば、必ず

やかけがえのない家族のためにつながるとわたくしは信じております。私の力は微々たるものであ

りますが、私たちの想いを達成させるためには、皆様方一人ひとりの力を結集してこそかけがえの

ない家族のためにつながることになると思っております。 

皆様方には、引き続きご支援とご協力をいただきますよう重ねてお願い申し上げ、就任にあたり 

ましてのご挨拶といたします。 

 

 

広報部 中村 俊久副理事長より 
 協調性のある各家族会、市・県施連、全施連を通じ、その役割を認識した活動を地道にやりま 

しょう。そして、新理事長を補佐し、理事・会員が皆協力できるようにして、わが子や兄弟・姉 

妹の知的障害者であることを忘れず、皆様と共に元気を出したいものです。 

 

 

能登半島地震災害義援金のご報告とお礼 
1月 1日に発生いたしました能登半島地震災害により被害を受けられた知的障害者支援施設と利

用者を支援するため、全施連より義援金のご協力のお願いをいたしました。 

会員の皆さまよりお寄せいただいた義援金は、５月２８日現在６，９２８，６９１円となりまし

たことをご報告させていただきます。皆さまの温かいご支援・ご協力に心から感謝申し上げます。 

 ５月７日（月）、福間理事長と大矢副理事長が、 

北陸地区福祉協会 会長で佛子園理事長の雄谷良成様、 

佛子園理事の速水健二様と面談のうえ、義援金 

（目録５００万円）の贈呈し、被災された施設、家 

族会へ配分していただくことをお願い致しました。 

雄谷良成様から「高額な義援金をいただきありがと 

うございます。全施連様の意に寄り添い、被災した 

知的障がい者及び施設のために使わせていただきま 

す」と感謝の言葉をいただきました。また、石川県 

として、県単位の家族会連合組織がないことから結 

成に向けての配慮と全施連からの支援等を伝えました。 

ご協力いただきました家族会及び会員の皆様へもお伝えいただけますようお願いいたします。 

残りの義援金につきましても、6 月末に寄付を行う予定です。（義援金の締切りを社員総会まで

とし、現在も義援金を受け付けております。） 

皆さまの温かいご支援、ご協力に感謝申し上げるとともに、被災地の一日も早い復興を 

心よりお祈り申し上げます。 


